
＊紙面から＊

■単産地域代表者会議	 （１面）

■最賃審議会	 （２面）

■地域のとりくみ	 （４面）

■国民春闘代表者会議	 （５面）

■組織化の取り組み	 （６面）

■埼労共のページ	 （８面）

埼
労
連
は
７
月
øý
日
（
土
）
の
午
後
２
時
か

ら
単
産
・
地
域
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
øù
単

産
と
øÿ
地
域
組
織
の
代
表
、
埼
労
連
幹
事
会
な

ど
合
計
ü÷
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
単
産

・
地
域
代
表
者
会
議
は
埼
労
連
大
会
に
向
け
た

諸
課
題
の
確
認
と
、
９
月
ø÷
日
（
土
）
に
、
さ

い
た
ま
市
民
会
館
（
大
宮
）
で
開
催
す
る
第
úû

回
定
期
大
会
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
は
会
場
参

加
の
み
で
１
日
開
催
と
し
、
午
前
ø÷
時
開
始
・

午
後
４
時
頃
終
了
予
定
と
す
る
こ
と
、
定
数
に

定
め
の
な
い
役
員
に
つ
い
て
、
副
議
長
７
名
・

事
務
局
次
長
２
名
・
幹
事
ùþ
名
と
す
る
こ
と
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

幹
事
会
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
新
島
議

長
は
、
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
７
月
ø÷
日

投
開
票
で
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
に
も
触
れ
、

こ
れ
か
ら
憲
法
闘
争
が
山
場
を
迎
え
る
こ
と
、

改
憲
勢
力
の
横
暴
を
許
さ
ず
憲
法
を
守
る
闘
い

に
力
を
尽
く
す
こ
と
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

次
に
、
提
案
を
し
た
宍
戸
事
務
局
長
は
、
ま

ず
定
期
大
会
の
任
務
と
深
め
る
べ
き
課
題
に
つ

い
て
報
告
。
こ
の
大
会
の
任
務
は
、
第
一
に
、

第
７
期
中
期
計
画
４
年
目
の
全
面
実
践
を
具
体

化
す
る
こ
と
で
、
①
地
域
組
織
強
化
と
地
域
か

ら
組
織
拡
大
の
実
践
経
験
を
飛
躍
的
に
広
げ
る

こ
と
、
②
労
働
組
合
の
世
代
継
承
と
同
時
に
、

労
働
組
合
運
動
の
要
求
の
主
体
と
な
る
べ
き

「
次
世
代
組
織
化
」
、
③
単
産
要
求
を
地
域
住

民
要
求
に
重
ね
て
実
現
す
る
た
め
の
連
携
の
典

型
づ
く
り
、
④
新
た
な
産
別
の
組
織
化
の
展
望

と
、
「
広
大
な
空
白
」
で
あ
り
、
と
り
わ
け

「
非
正
規
」
の
組
織
化
は
待
っ
た
な
し
の
課
題

で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
埼
労
連
は
、

こ
の
６
月
現
勢
で
ø÷
万
５
５
９
人
か
ら
３
９
４

２
人
を
減
少
さ
せ
、
ø÷
万
人
を
割
り
込
む
結
果

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
何
と
し
て
も
ø÷
万
人
を

早
期
に
回
復
し
、
残
る
２
年
の
最
終
年
度
に
む

け
て
øø
万
埼
労
連
の
実
現
を
確
か
な
も
の
に
し

て
い
こ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

げんき館（埼玉土建）で開催

団結ガンバロウで閉会

第34回定期大会　告知
日時	 2022年９月10日（土）
	 午前10時〜午後４時頃まで
会場	 さいたま市民会館おおみや

レイボック大ホール
　※今後の状況によって変更の場合があり
ます

埼
労
連
単
産
・
地
域
代
表
者
会
議

（毎月 1日発行）
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７
月
か
ら
、
ùù
最
賃
闘
争
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
２
０
２
２
年

度
の
第
１
回
埼
玉
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
が
、
７
月
１
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
労
働
局
長
か
ら
の
諮

問
、
委
員
変
更
の
確
認
、
審
議
会
日
程

の
確
認
、
意
見
聴
取
に
つ
い
て
の
扱
い

の
確
認
な
ど
が
行
わ
れ
、
今
年
度
も
引

き
続
き
口
頭
に
よ
る
意
見
陳
述
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
ùÿ
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
第

２
回
最
賃
審
議
会
で
は
、
今
年
度
も
埼

労
連
・
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
労
働

組
合
・
医
労
連
の
３
団
体
が
意
見
陳
述

を
行
っ
た
ほ
か
、
全
国
一
般
が
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

埼
玉
の
最
賃
審
議
会
に
先
駆
け
て
開

催
さ
れ
て
い
た
中
央
審
議
会
の
目
安
小

委
員
会
で
は
、
今
年
度
の
目
安
に
つ
い

て
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
７
月
ùü
日

（
月
）
に
答
申
を
出
す
予
定
で
し
た

が
、
労
使
の
委
員
の
間
で
引
き
上
げ
額

の
合
意
が
つ
く
れ
ず
、
大
幅
に
ず
れ
こ

み
ま
し
た
。

全
労
連
は
、
最
賃
審
議
会
に
対
す
る

要
請
を
中
心
に
、
６
月
ùû
日
に
「
中
央

行
動
・
第
４
次
最
賃
デ
ー
」
に
と
り
く

み
、
関
係
省
庁
要
請
や
厚
生
労
働
省
前

で
の
宣
伝
、
駅
頭
で
の
宣
伝
行
動
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
政
労
使
合

意
で
２
０
２
０
年
ま
で
の
実
現
を
目
指

し
た
「
全
国
加
重
平
均
１
０
０
０
円
」

を
早
期
に
実
現
す
る
と
と
も
に
、
「
全

国
一
律
最
賃
制
度
」
の
実
現
を
求
め
て

い
ま
す
。

現
状
の
最
大
２
２
１
円
（
時
給
）
も

の
地
域
格
差
、
埼
玉
と
東
京
の
ÿü
円
の

格
差
を
放
置
し
た
ま
ま
の
状
態
を
、
改

善
し
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

意
見
陳
述
で
は
、
生
協
で
働
く
パ
ー

ト
労
働
者
や
医
療
従
事
者
の
実
態
が
報

告
さ
れ
、
「
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
労
働

者
の
状
況
は
限
界
に
き
て
い
る
。
さ
ら

に
急
激
な
物
価
高
騰
が
追
い
打
ち
を
か

け
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
働
き
手
の

確
保
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
て
く
る
」

こ
と
な
ど
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

急
激
な
物
価
高
騰
に
よ
り
、
飲
食
サ

ー
ビ
ス
や
製
造
業
な
ど
、
厳
し
い
産
業

も
あ
り
ま
す
が
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
で
充
分
な
補
償
を
せ
ず
に
、
経
済

活
動
の
再
開
に

舵
を
切
っ
た
結

果
、
全
国
で
過

去
最
高
の
感
染

者
数
を
更
新
す

る
な
ど
、
感
染

が
再
拡
大
し
て

い
る
今
の
現
状

は
、
あ
き
ら
か

に
国
の
責
任
で

あ
り
、
物
価
高

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
最
賃
を
大

幅
に
引
き
上
げ
、
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高

騰
で
疲
弊
し
て
い
る
日
本
経
済
を
立
て

直
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
重
要
な
審

議
会
と
な
り
ま
す
。

６・24最賃デー

騰
へ
の
対
応
も
充
分
に
さ
れ
て
い
な
い

今
の
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、
最
低
賃

金
の
大
幅
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
賃
金
の

底
上
げ
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

実
際
に
、
東
松
山
市
で
「
全
国
一
律

最
低
賃
金
制
度
を
求
め
る
」
意
見
書
が

採
択
さ
れ
た
ほ
か
、
地
方
で
は
、
東
北

や
九
州
・
四
国
を
中
心
に
全
国
一
律
最

低
賃
金
制
度
や
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
格
差
の
是
正
、
中
小
企
業
に
対
す
る

支
援
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
を
採
択

す
る
な
ど
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と

地
域
間
格
差
の
是
正
を
求
め
る
声
は
着

実
に
広
が
っ
て
い
ま
す

い
よ
い
よ
最
低
賃
金
の
決
定
に
向
け

た
審
議
が
埼
玉
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

で
本
格
的
に
始
ま
り
、
新
聞
が
届
く
８

月
上
旬
に
は
答
申
が
示
さ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
・
物
価
高
騰
の
今
こ
そ

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
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埼
労
連
が
２
０
１
６
年
度
に
と
り
く

ん
だ
「
最
低
生
計
費
調
査
」
に
つ
い

て
、
こ
の
間
の
消
費
税
増
税
・
物
価
上

昇
に
と
も
な
い
、
理
論
値
で
は
あ
り
ま

す
が
費
目
ご
と
に
必
要
額
の
補
正
を
行

い
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
に
つ
い
て
は
、
ù÷
代
・

単
身
者
世
帯
に
絞
っ
て
、
２
０
１
６
年

の
調
査
時
と
同
条
件
の
も
と
で
、
い
ま

の
物
価
に
当
て
は
め
た
と
き
に
生
計
費

が
ど
れ
く
ら
い
変
動
す
る
か
を
計
算
し

た
も
の
で
す
。

補
正
の
結
果
、
ù÷
代
・
単
身
男
性
の

最
低
生
計
費
は
、
ùû
万
１
８
７
９
円
か

ら
、
ùý
万
５
５
９
円
と
、
øý
年
比
で
１

万
８
６
８
０
円
増
加
し
た
金
額
に
な
り

ま
し
た
。

補
正
の
方
法
は
、
物
価
指
数
に
基
づ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
費
目
に
パ
ー
セ
ン
テ

ー
ジ
を
乗
じ
て
金
額
を
補
正
、
住
宅
費

に
つ
い
て
は
現
在
の
物
件
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
賃
貸
情
報
か
ら
当
時
と
同
じ

条
件
（
駅
ま
で
の
距
離
・
広
さ
・
築
年

数
等
）
を
指
定
し
た
う
え
で
、
対
象
と

な
る
物
件
の
中
か
ら
、
金
額
の
低
い
も

の
を
選
ん
で
い
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て

の
急
激
な
物
価
高

騰
に
と
も
な
い
、

食
料
品
・
燃
料
な

ど
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
物
価
指
数
が
上

昇
か
横
ば
い
と
な

っ
て
い
る
上
、
２

０
１
９
年
ø÷
月
に

実
施
さ
れ
た
消
費

税
の
ø÷
パ
ー
セ
ン

ト
へ
の
増
税
（
２

％
）
も
考
慮
し
て
計
算
し
た
数
字
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
６
年
調

査
時
に
比
べ
、
大
き
く
上
昇
す
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
補
正
調
査
に
よ
っ
て
、
最
低

賃
金
に
影
響
を
受
け
る
働
き
方
を
し
て

い
る
当
事
者
の
生
活
は
、
そ
の
時
々
の

物
価
の
変
動
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
の
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
は

９
５
６
円
で
、
「
補
正
前
」
の
数
字

（
月
１
６
０
時
間
労
働
・
１
５
１
２

円
）
に
も
及
ば
な
い
脆
弱
な
水
準
で

す
。最

低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
「
全

国
一
律
最
低
賃
金
制
度
」
の
実
現
を
め

ざ
す
運
動
を
す
す
め
る
た
め
の
確
信
づ

く
り
の
資
料
と
し
て
も
ら
う
よ
う
、
埼

労
連
ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

ア
ッ
プ
し
て
い
る
「
２
０
２
２
年
春
の

募
集
時
給
調
査

結
果
」
と
合
わ

せ
て
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

埼労連Youtube

物
価
高
を
反
映
す
る
た
め

最
低
生
計
費
を
補
正

2016年調査時
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所
沢
地
区
労

所
沢
地
区
労
は
６
月
øĀ
日
（
日
）
の

午
後
４
時
か
ら
５
時
ま
で
所
沢
駅
西
口

で
最
賃
宣
伝
に
取
り
組
み
、
地
区
労
役

員
の
ほ
か
、
埼
高
教
、
建
交
労
・
学
童

労
組
、
福
祉
保
育
労
・
あ
か
ね
分
会
、

土
建
所
沢
支
部
か
ら
øÿ
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

地
区
労
は
こ
れ
ま
で
平
日
夕
方
に
宣

伝
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
「
参
加
で
き

な
い
組
織
も
あ
る
の
で
、
今
回
は
土
・

日
で
配
置
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
６
月
øĀ
日
に
設
定
し
て
み
ま

し
た
。
地
区
労
役
員
を
兼
ね
て
い
る
仲

間
が
多
く
参
加
し
た
の
で
す
が
、
福
祉

保
育
労
の
職
場
か

ら
も
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

宣
伝
は
、
市
川

議
長
の
ハ
ン
ド
マ

イ
ク
で
の
訴
え
と

埼
玉
労
働
局
に
提

出
す
る
時
給
１
５

０
０
円
を
求
め
る

埼
労
連
の
最
賃
署

名
へ
の
協
力
・
呼

び
か
け
の
ほ
か
、

チ
ラ
シ
、
全
労
連

労
働
相
談
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
番
号
が

印
刷
さ
れ
た
ミ
ニ

チ
ラ
シ
入
り
の
テ

ィ
ッ
シ
ュ
配
布
を

約
１
時
間
行
い
、
チ
ラ
シ
・
テ
ィ
ッ
シ

ュ
約
２
０
０
枚
を
配
布
し
ま
し
た
。

市
川
議
長
は
、
防
衛
費
を
２
倍
に
す

る
案
を
出
し
て
い
る
自
民
・
公
明
政
権

を
批
判
し
、
そ
の
分
を
中
小
企
業
支
援

と
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
使
う
べ
き
と

訴
え
、
参
議
院
選
挙
で
審
判
を
下
そ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
所
沢
地
区
労
発
）

草
加
八
潮
地
区
労

草
加
八
潮
地
区
労
協
は
６
月
ùĀ
日

（
水
）
の
午
後
６
時
か
ら
獨
協
大
学
前

駅
で
地
区
労
協
執
行
委
員
を
中
心
に
最

賃
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
駅
頭
宣
伝
を

行
い
ま
し
た
。

５
月
か
ら
毎
月
最
終
水
曜
日
の
夕
方

に
、
草
加
駅
、
獨
協
大
前
駅
を
交
互
に

宣
伝
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

日
は
、
熱
中
症
警
報
が
発
令
さ
れ
、
気

温
も
高
い
た
め
開
始
時
刻
を
遅
ら
せ
て

行
い
ま
し
た
。

地
区
労
議
長
、
副
議
長
、
草
加
市
職

労
、
埼
玉
土
建
草
加
支
部
、
学
童
保
育

指
導
員
、
埼
労
連
・
江
口
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
６
人
が
参
加
し
、
最
賃
引
き
上
げ

の
訴
え
を
し
な
が
ら
全
労
連
最
賃
チ
ラ

シ
入
り
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配

り
ま
し
た
。

今
回
は
、
全

国
最
賃
一
覧
の

イ
ラ
ス
ト
を
拡

大
コ
ピ
ー
し
、

視
覚
に
も
訴
え

る
宣
伝
に
し
ま

し
た
。
ú÷
分
間

と
い
う
短
い
行

動
で
し
た
が
、

終
了
間
近
に
な

っ
た
こ
ろ
、
男

性
が
駆
け
寄

り
、
署
名
を
し

た
後
「
他
に

も
、
記
入
し
た

い
が
ど
う
し
た

ら
い
い
か
？
」

と
言
わ
れ
た
の

で
、
署
名
用
紙

を
預
け
、
「
来
月
は
草
加
駅
で
活
動
し

て
い
ま
す
の
で
そ
の
場
に
、
あ
る
い
は

『
オ
ー
ル
草
加
』
な
ど
が
駅
頭
宣
伝
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
と
き
そ
こ
に
届
け

て
い
た
だ
い
て
も
い
い
で
す
よ
」
と
答

え
る
と
、
了
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

暑
い
な
か
の
宣
伝
活
動
は
大
変
で
す

が
、
こ
ん
な
反
応
が
あ
る
と
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。（

草
加
八
潮
地
区
労
協
発
）

埼
労
連
で
は
、
加
盟
組
合
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染

防
止
に
留
意
し
な
が
ら
工
夫
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
・
行
事
に
つ
い
て
、

埼
労
連
ま
で
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

内
容
が
分
か
る
写
真
と
簡
単
な
記
事

で
も
、
組
合
で
発
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

ス
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

日曜日に18人が参加（所沢駅）

今月は獨協大学前駅で宣伝

各
地
域
で
最
賃
引
き
上
げ
訴
え
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全
労
連
な
ど
で
つ
く
る
国
民
春
闘
共

闘
委
員
会
は
６
月
ùú
日
（
木
）
に
、
都

内
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）
で
第
２
回
単

産
・
地
方
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
２

０
２
２
年
春
闘
の
中
間
総
括
を
確
認
し

ま
し
た
。

５
月
ùý
日
時
点
の
賃
上
げ
集
計
で

は
、
回
答
引
き
出
し
組
合
の
単
純
平
均

が
５
９
５
５
円
、
２
・
øø
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ùù
春
闘
で
国
民
春
闘
共
闘
は
、
「
月

額
２
万
５
０
０
０
円
以
上
、
時
間
額
１

５
０
円
以
上
」
の
賃
上
げ
要
求
を
掲
げ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
集
計
結

果
に
つ
い
て
、
「
私
た
ち
が
求
め
た
、

生
活
を
ま
も
る
た
め
の
大
幅
な
賃
金
引

き
上
げ
・
底
上
げ
要
求
、
さ
ら
に
物
価

の
高
騰
か
ら
す
る
と
、
大
変
不
満
な
回

答
状
況
だ
」
と
し
な
が
ら
も
、
ケ
ア
労

働
者
の
賃
上
げ
や
最
低
生
計
費
試
算
調

査
結
果
な
ど
を
背
景
に
、
「
単
純
平
均

と
し
て
は
、
こ
こ
ù÷
年
で
金
額
・
率
と

も
に
最
高
の
引
き
上
げ
と
な
る
前
進
回

答
を
引
き
出
し
た
」
こ
と
を
評
価
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
非
正
規
労
働
者
の
賃
上
げ
状

大
宮
電
化
支
部

22
春
闘
で
ガ
ソ

リ
ン
代
値
上
げ
に
対
応
さ
せ
る

大
宮
電
化
支
部
で
は
、
交
通
費
は
今

ま
で
片
道
２
キ
ロ
か
ら
øü
キ
ロ
未
満
は

１
キ
ロ
に
つ
き
月
５
０
０
円
、
片
道
øü

キ
ロ
以
上
は
１
キ
ロ
に
つ
き
月
６
０
０

円
の
支
給
で
し
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
の

ガ
ソ
リ
ン
代
の
値
上
げ
で
支
給
額
を
上

回
り
、
労
働
者
の
持
ち
出
し
が
続
い
て

い
ま
し
た
。

会
社
の
計
算
根
拠
が
１
リ
ッ
ト
ル
単

価
１
３
０
円
程
度
で
、
「
こ
れ
な
ら
電

車
通
勤
に
し
た
ほ
う
が
ま
し
」
と
し
て

社
長
に
「
そ
れ
で
も
い
い
の
か
」
と
交

渉
し
ま
し
た
。
４
回
の
交
渉
を
経
て
、

通
勤
距
離
で
の
区
分
け
は
な
く
し
て
１

リ
ッ
ト
ル
ガ
ソ
リ
ン
単
価
１
５
０
円
未

満
（
通
常
）
、
１
５
０
円
超
、
１
６
０

円
超
、
１
７
０
円
超
の
場
合
の
支
給
単

価
を
そ
れ
ぞ
れ
６
１
６
円
、
６
４
７

円
、
６
７
８
円
、
７
０
８
円
の
４
段
階

と
し
、
現
状
の
ガ
ソ
リ
ン
単
価
に
対
応

さ
せ
ま
し
た
。
な
お
、
パ
ー
ト
社
員
に

つ
い
て
は
昨
年
夏
の
一
時
金
交
渉
時
、

通
勤
費
が
新
設
、
今
回
正
社
員
と
同
様

に
距
離
に
応
じ
て
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

こ
の
上
積
み
支
給
は
パ
ー
ト
社
員
か
ら

歓
迎
の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

嵐
山
清
掃
支
部

一
時
金
５
分
の

１
に
す
る
予
告
を
撤
回
さ
せ
る

嵐
山
清
掃
の
経
営
者
側
が
、
昨
年
の

冬
季
一
時
金
支
給
時
の
通
達
で
、
経
営

状
況
が
悪
い
た
め
来
年
（
ùù
年
）
の
夏

季
一
時
金
か
ら
加
算
評
価
分
は
支
給
で

き
な
い
と
通
知
し
て
き
ま
し
た
。
支
部

は
支
給
額
を
ÿ÷
％
減
ら
す
（
従
来
２
５

０
０
円
×
出
勤
日
と
し
て
き
た
も
の
を

５
０
０
円
×
出
勤
日
と
す
る
）
の
は
不

当
と
し
て
、
団
体
交
渉
を
求
め
る
と
、

会
社
は
経
営
内
容
を
す
べ
て
（
損
益
計

算
書
、
役
員
報
酬
、
社
員
の
給
料
、
銀

行
預
金
、
資
産
状
況
な
ど
）
開
示
す
る

か
ら
、
そ
れ
か
ら
の
交
渉
に
し
て
く
れ

と
の
文
書
回
答
が
あ
り
、
資
料
は
６
月

初
め
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
団
体
交
渉
は

６
月
øþ
日
に
行
い
、
地
元
の
比
企
労
連

か
ら
島
田
議
長
も
団
体
交
渉
に
加
わ

り
、
会
社
は
一
時
金
減
額
の
通
知
は
撤

回
し
、
従
来
ど
お
り
支
給
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
こ
こ
数
年
な
か
っ
た
賃
上
げ
を

１
０
０
０
円
上
げ
る
こ
と
を
追
加
し
て

回
答
し
ま
し
た
。

況
に
つ
い
て
は
、
時
給
制
で
は
単
純
平

均
は
ùù
・
９
円
、
率
で
は
２
・
þü
％
。

月
給
制
で
は
引
き
上
げ
額
は
４
３
２
６

円
、
率
で
は
１
・
Āú
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

の
ほ
か
に
も
国
民
春
闘
共
闘
が
６

月
ùù
日
に
公
表
し
た
第
２
回
制
度
的
諸

要
求
獲
得
状
況
調
査
に
よ
る
と
、
正
規

労
働
者
の
制
度
諸
要
求
に
つ
い
て
、
昨

年
の
最
終
集
計
（
３
５
６
件
）
を
大
幅

に
上
回
る
５
３
８
件
の
実
績
が
報
告
さ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
て
、
小
畑

代
表
幹
事
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
春
闘
で

こ
だ
わ
っ
て
き
た
労
働
組
合
と
し
て
大

幅
賃
上
げ
・
底
上
げ
の
流
れ
を
つ
く
る

と
り
く
み
を
、
職
場
・
地
域
か
ら
一
層

強
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
こ
と
を
訴
え
、
「
私
た
ち
は
、
働

く
仲
間
に
接
近
で
き
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
要
求
を
組
み
、
要
求
実
現
の
た
め

の
運
動
を
組
織
し
て
こ
ら
れ
た
だ
ろ
う

か
」
と
問
い
掛
け
た
う
え
で
、
「
そ
の

問
題
意
識
を
も
っ
て
、
今
ま
で
労
働
組

合
が
接
近
し
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
層
も

含
め
て
、
運
動
に
組
織
し
て
い
く
た
め

に
知
恵
と
力
を
出
し
合
っ
て
い
こ
う
」

な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

全
国
一
般
２
支
部
が
春
闘
で
前
進

全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会

単
産
・
地
方
代
表
者
会
議
を
開
催
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７
月
øú
日
（
水
）
、
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
埼
玉
訴
訟
の
第
７
回
期
日
が
さ

い
た
ま
地
裁
で
お
こ
な
わ
れ
、
地
裁
前

で
の
集
会
に
は
、
１
０
８
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
給
付
金
制
度
を
広
げ
て
い
く
こ
と
、

駅
頭
宣
伝
等
に
多
く
の
仲
間
で
参
加
し

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
こ
の
日
は
、
被
災
者
単
位
で
３
人
が

国
と
和
解
し
ま
し
た
。

地
裁
前
の
集
会
で
草
加
支
部
の
高
松

原
告
は
「
１
陣
か
ら
参
加
し
て
い
る
の

で
、
も
う
øü
年
近
く
訴
訟
を
た
た
か
っ

て
い
る
。
今
後
は
メ
ー
カ
ー
と
の
た
た

か
い
。
こ
れ
か
ら
も
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

地
裁
前
集
会
後
、
県
民
健
康
セ
ン
タ

ー
に
会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
報
告
集

会
で
、
埼
玉
土
建
・
斉
藤
委
員
長
は
、

「
私
た
ち
の
運
動
が
、
着
実
に
前
進
を

さ
せ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
確
信
に
し

て
、
今
後
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
埼
労
連
か
ら
新
島
議
長

が
参
加
し
、
激
励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。

越
谷
支
部
の
伊
藤
原
告
は
夫
を
ア
ス

ベ
ス
ト
に
よ
る
肺
ガ
ン
で
亡
く
す
ま
で

を
語
り
「
国
や
メ
ー
カ
ー
が
、
ア
ス
ベ

ス
ト
が
危
険
な
も
の
だ
と
知
ら
せ
て
く

れ
て
い
れ
ば
、
夫
が
亡
く
な
る
こ
と
は

な
か
っ
た
と
考
え
る
と
強
い
憤
り
を
感

じ
る
。
夫
の
思
い
を
継
い
で
、
裁
判
で

は
メ
ー
カ
ー
の
責
任
を
訴
え
て
い
く
」

と
述
べ
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
行
動
提
起
が
行
わ
れ

「
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
は
建
設
業
で
働
く

仲
間
の
命
と
尊
厳
を
守
る
た
た
か
い
、

世
論
と
運
動
で
、
メ
ー
カ
ー
の
謝
罪
を

勝
ち
取
ろ
う
」
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

（
埼
玉
土
建
）

コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
労
組
は
、

第
ø÷
期
ま
で
の
期
間
で
は
、
労
組
員
の

労
組
活
動
へ
の
参
画
を
広
げ
て
い
く
こ

と
を
め
ざ
し
、
分
会
活
動
が
活
発
に
行

わ
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
一
部
子
会
社
の
パ
ー
ト
社

員
を
除
き
、
正
規
職
員
か
ら
パ
ー
ト
職

員
ま
で
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
の
で
労
組
員
が
多
い
職
場

で
す
が
、
労
組
活
動
へ
参
加
で
き
て
い

な
い
人
が
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

今
年
の
８
月
か
ら
第
øø
期
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
多
く
の
仲

間
が
労
組
活
動
へ
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
自
立
し
た
分
会
と
な
る
よ
う
引

き
続
き
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
ま
す
。
分

会
会
議
開
催
に
あ
た
っ
て
、
み
ん
な
で

一
緒
に
話
し
合
い
、
意
見
交
換
す
る
た

め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
年
に
５
回
ほ
ど

「
一
斉
分
会
討
議
資
料
」
を
作
成
し
、

労
組
員
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
討
議
資
料
は
、
８
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
と
な
る
第
３
次
中
期
方
針
で
、

労
働
組
合
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
、
再
度
み
ん
な
で
労
組
活
動
に
つ
い

て
考
え
話
し
合
う
こ
と
、
労
働
組
合
が

取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
す
。
ま

埼
高
教
は
、
４
月
・
５
月
を
組
織
強

化
・
拡
大
月
間
と
位
置
づ
け
、
新
任
者

対
話
グ
ッ
ズ
（
①
委
員
長
か
ら
の
手

紙
、
②
新
任
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
、
③

埼
高
教
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
を
作
成
し
、

各
分
会
に
届
け
、
各
職
場
で
す
べ
て
の

新
任
教
職
員
へ
「
困
っ
て
い
る
こ
と
は

な
い
か
」
、
「
元
気
に
や
れ
て
い
る

か
」
な
ど
の
声
か
け
を
し
な
が
ら
対
話

運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
臨
任
で
採
用
試
験
を
受
け
る

方
に
は
励
ま
し
な
が
ら
、
各
分
会
で
旺

盛
な
対
話
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
採
用
試
験
対
策
講
座
当
日
に

埼
高
教
に
加
入
し
た
り
、
ほ
か
に
も
、

着
任
後
の
不
安
や
悩
み
に
寄
り
添
う
な

か
で
人
間
関
係
を
つ
く
り
加
入
に
至
る

ケ
ー
ス
、
元
組
合
員
が
現
在
の
活
動
の

様
子
を
見
て
再
加
入
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。
２
ヵ
月
の
拡
大
月
間
と
し

て
は
任
用
形
態
変
更
を
含
む
Āø
人
の
拡

大
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
７
月
の
教

育
予
算
交
渉
に
向
け
て
、
全
教
職
員
ア

ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
対
話

運
動
を
す
す
め
て
１
０
１
人
ま
で
到
達

し
て
い
ま
す
。

今
後
も
職
場
で
組
合
活
動
を
見
え
る

よ
う
に
し
て
、
悩
ん
で
い
る
人
や
困
っ

て
い
る
人
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
、
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

（
埼
高
教
発
）

た
、
７
月
ø÷
日
の
参
議
院
選
挙
に
向
け

て
、
平
和
と
暮
ら
し
を
守
る
大
事
な
投

票
に
つ
な
げ
る
選
択
肢
と
し
て
の
資
料

提
供
を
載
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
で
決
め
た
「
め
ざ
す
姿
」
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

（
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
労
組
発
）

報告集会の様子

建
材
メ
ー
カ
ー
に
責
任
求
め
る

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
埼
玉
訴
訟

す
べ
て
の
新
任
教
職
員
へ
声
か
け

組
合
員
の
活
動
参
加
高
め
る
た
め
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全
労
連
公
務
部
会
と
国
民
春
闘
共
闘

委
員
会
は
７
月
ùù
日
（
金
）
、
公
務
労

働
者
の
賃
金
大
幅
引
き
上
げ
や
非
正
規

労
働
者
の
処
遇
改
善
・
雇
用
安
定
・
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
大
幅
増
員
な
ど

を
求
め
て
中
央
行
動
に
と
り
く
み
ま
し

た
。人

事
院
前
の
要
求
行
動
で
あ
い
さ
つ

し
た
小
畑
雅
子
全
労
連
議
長
は
「
物
価

高
騰
の
今
、
実
質
賃
金
の
低
下
と
公
務

員
賃
金
の
引
き
下
げ
の
悪
循
環
を
断
ち

切
ろ
う
」
と
訴
え
、
物
価
に
見
合
う
賃

金
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
が
経
済
を

発
展
さ
せ
る
好
循
環
に
つ
な
が
る
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
公
務
の
代
表
か
ら
は
、
最

賃
割
れ
の
現
状
の
初
任
給
の
改
定
に
合

わ
せ
て
、
す
べ
て
の
年
代
で
の
引
き
上

げ
を
求
め
、
「
非
正
規
雇
用
の
安
定
と

会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇
改
善
」

や
、
「
教
職
員
の
大
幅
増
員
」
な
ど
、

公
務
労
働
者
を
巡
る
様
々
な
課
題
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
最
低
賃
金
改
定
審
議
が
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
で
始
ま
っ
た
の
に

合
わ
せ
、
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
向
け

て
、
各
要
請
行
動
や
署
名
提
出
行
動
が

行
わ
れ
、
終
日
の
と
り
く
み
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

埼
労
連
に
は
、
毎
日
様
々
な
労
働

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、

こ
の
間
の
相
談
の
中
で
も
特
に
多
い

「
パ
ワ
ハ
ラ
」
に
関
連
し
て
、
実
際

に
寄
せ
ら
れ
た
２
つ
の
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。

お
客
さ
ん
の
前
で
怒
鳴
ら
れ
る

Ｇ
さ
ん
「
先
日
、
上
司
か
ら
、
お
客

さ
ん
の
前
で
怒
鳴
ら
れ
ま
し
た
。
ど

う
や
っ
た
ら
、
や
め
て
も
ら
え
ま
す

か
」

相
談
員
「
何
て
言
わ
れ
た
の
？
」

Ｇ
さ
ん
「
こ
こ
が
汚
い
！

掃
除
し

ろ
よ
！

お
い
、
聞
い
て
ん
の
か
！

き
れ
い
に
し
ろ
よ
と
言
っ
て
い
る
ん

だ
！

と
大
声
で
言
わ
れ
ま
し
た
」

相
談
員
「
パ
ワ
ハ
ラ
で
す
ね
。
こ
れ

ま
で
も
あ
り
ま
し
た
か
？
」

Ｇ
さ
ん
「
す
ぐ
、
カ
ー
ッ
と
な
る
ん

で
す
」

相
談
員
「
ま
ず
は
、
お
客
さ
ん
の
前

で
怒
鳴
る
の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
、

と
き
っ
ぱ
り
言
い
ま
し
ょ
う
。
言
え

な
い
場
合
は
経
営
責
任
者
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
、
こ
れ
ま
で

の
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
、
い
つ
・
ど

こ
で
・
誰
の
前
で
・
ど
ん
な
こ
と
を

言
わ
れ
た
の
か
、
を
箇
条
書
き
で
文

書
に
し
て
、
経
営
責
任
者
に
渡
し
ま

し
ょ
う
。
経
営
責
任
者
に
は
職
場
環

境
改
善
の
義
務
が
あ
り
ま
す
」

Ｇ
さ
ん
「
そ
れ
で
も
ダ
メ
な
と
き

は
」

相
談
員
「
経
営
責
任
者
に
相
談
し
た

が
、
取
り
合
っ
て
も
も
ら
え
な
か
っ

た
こ
と
の
経
過
を
、
こ
れ
も
文
書
で

記
述
し
、
事
業
者
の
所
在
地
が
あ
る

労
働
基
準
監
督
署
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
今
後
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
本
人
の
言

動
と
経
営
責
任
者
と
の
相
談
は
す
べ

て
録
音
し
て
く
だ
さ
い
。
労
働
組
合

に
加
入
し
、
団
体
交
渉
で
パ
ワ
ハ
ラ

を
と
り
あ
げ
る
こ
と
も
可
能
で
す
」

会
議
の
冒
頭
で
「
あ
な
た
の
顔
つ
き

が
嫌
だ
」
と
発
言
す
る
上
司

複
数
の
介
護
施
設
等
を
経
営
す
る

非
営
利
法
人
に
勤
務
す
る
介
護
職
の

Ｅ
さ
ん
。
全
体
で
２
０
０
人
以
上
が

働
い
て
い
ま
す
。
定
例
の
会
議
で
パ

ワ
ハ
ラ
を
受
け
ま
し
た
。

Ｅ
さ
ん
「
会
議
の
冒
頭
で
、
施
設
長

（
Ｘ
）
が
い
き
な
り
『
あ
な
た
の
顔

つ
き
が
嫌
だ
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
別
の
日
に
Ｘ
が
話
し
か
け
て

き
た
の
で
返
事
を
す
る
と
『
受
け
答

え
が
悪
い
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
朝

礼
で
は
『
事
業
所
は
赤
字
な
の
に
、

○
○
円
給
料
を
払
っ
て
い
る
』
と
上

か
ら
目
線
で
威
張
る
の
で
す
」

相
談
員
「
法
人
の
中
に
相
談
窓
口
は

な
い
の
で
す
か
」

Ｅ
さ
ん
「
今
度
、
新
し
く
パ
ワ
ハ
ラ

委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
」

相
談
員
「
で
は
、
そ
こ
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
」

Ｅ
さ
ん
「
期
待
で
き
そ
う
も
な
い
の

で
す
が
」

相
談
員
「
新
し
い
組
織
な
の
で
、
そ

う
思
わ
れ
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

委
員
会
も
パ
ワ
ハ
ラ
事
案
を
一
つ
一

つ
解
決
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
も

の
で
す
。
ま
ず
は
、
委
員
会
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
パ
ワ
ハ
ラ
と
感
じ
た

こ
と
を
箇
条
書
き
に
し
て
委
員
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
録
音
が
あ
る

と
な
お
良
い
で
す
。
な
お
、
Ｅ
さ
ん

が
感
じ
た
こ
と
す
べ
て
が
、
パ
ワ
ハ

ラ
と
認
定
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
、
そ
の
こ
と
は
覚
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い
」

労
働
相
談
Ｑ
＆
Ａ

人
事
院
前
行
動

学
習
決
起
集
会

公
務
労
働
者
の
処
遇
改
善
求
め
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退
職
後
の
備
え

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
労
働
共
済
連

が
取
り
扱
う
年
２
回
の
募
集
、
積
立
型

の
「
年
金
共
済
」
（
拠
出
型
企
業
年
金

保
険
）
を
紹
介
し
ま
す
。

退
職
後
の
安
心
を
積
み
立
て
る
。
そ

れ
が
「
年
金
共
済
」
で
す
。
超
超
低
金

利
の
時
代
に
予
定
利
率
１
・
øü
％
。
所

得
税
控
除
、
住
民
税
控
除
の
対
象
で
旧

税
制
適
用
の
た
め
最
高
控
除
額
も
有
利

で
す
。
コ
ツ
コ
ツ
貯
め
る
の
に
も
っ
て

こ
い
の
「
共
済
」
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
所
属
組
合
の
共

降
雹
・
大
雨
・
突
風
…
…
あ

ら
た
め
て
考
え
よ
う
。万

一
の
時
の
備
え『
共
済
』へ

加
入
し
ま
せ
ん
か
！

６
月
２
日
に
本
庄
周
辺
で
発
生
し
た

降
雹
、
７
月
øù
日
の
比
企
地
域
で
の
大

雨
、
７
月
øþ
日
の
深
谷
で
の
突
風
な
ど

異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
の
話
で
は

降
雹
で
の
被
害
調
査
・
給
付
手
続
き
は

住
宅
で
約
３
５
０
０
件
、
自
動
車
で
約

７
０
０
件
に
上
っ
て
い
ま
す
。

「
火
災
共
済
」
は
、
自
然
災
害
で
も

一
定
の
保
障
が
あ
り
ま
す
。
民
間
生
保

の
多
く
が
災
害
多
発
で
掛
金
の
引
上
げ

が
お
こ
な
わ
れ
る
状
況
。
保
険
の
掛
替

含
め
、
保
障
条
件
を
確
認
し
て
見
直
し

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

所
属
組
合
の
共

済
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

８
月
の
上
映
は
「
ち
む
ぐ
り
さ

菜

の
花
の
沖
縄
日
記
」
で
す
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
た
め
沖
縄

に
や
っ
て
き
た
øü
歳
の
少
女
の
目
を
通

し
て
、
「
ず
っ
と
戦
争
が
続
い
て
い

る
」
沖
縄
の
リ
ア
ル
な
現
実
を
捉
え
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。
沖
縄

テ
レ
ビ
放
送
開
局
ý÷
周
年
記
念
と
し
て

制
作
さ
れ
、
「
地
方
の
時
代
」
映
像
祭

グ
ラ
ン
プ
リ
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
賞

報
道
番
組
部
門
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作

品
で
す
。
沖
縄
県
知
事
選
勝
利
に
向

け
、
沖
縄
を
も
っ
と
知
ろ
う
！

日
時

８
月
ú÷
日
（
火
）

①
ø÷
時
ú÷
分
〜
øù
時
ù÷
分

②
øû
時
〜
øü
時
ü÷
分

③
øÿ
時
ú÷
〜
ù÷
時
ù÷
分

場
所

埼
玉
会
館

小
ホ
ー
ル

埼
労
共
専
用
入
場
整
理
券
利
用
で
９

０
０
円
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
そ
の
あ
と
の
上
映
予
定
】

９
月
ùþ
日
（
火
）
ひ
ま
わ
り

ø÷
月
øÿ
日
（
火
）
作
兵
衛
さ
ん
と
日

本
を
掘
る

øø
月
ùĀ
日
（
火
）
戦
争
と
青
春

済
担
当
者
に
。
詳
し
く
は
資
料
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
所
属
組
合
に
よ
り
ご
利
用
い

た
だ
け
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

６
月
幹
事
会
以
降
か
ら
７
月
上
旬
に

か
け
て
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
は
、
Ｓ

Ｕ
な
ど
か
ら
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、
清
涼

飲
料
水
、
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
ø÷
・
３

キ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
、
第
þû
便
と

し
て
７
月
８
日
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
埼
玉

の
窓
口
で
あ
る
埼
玉
労
福
協
に
届
け
ま

し
た
。

フードバンク74便

本庄市の降雹

下のＱＲ
コードか
ら資料を
確認でき
ます

フ
ー
ド
バ
ン
ク

第
74
便

８月の上映案内（映文協）

あ
ら
た
め
て
保
障
の
見
直
し
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！
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